
 

 

 
 

 

皆さん、私たちと一緒に茶道（“茶の湯”の世界）を愉しんでみませんか。 

 

私たち茶道クラブは、現在 17 名ですが、裏千家・古口宗恵先生やＯＢの方々

の厳しくも優しいご指導で、亭主（お茶を点てる人）としてお点前
お て ま え

、また半東
はんとう

（亭

主のお手伝いをする人）、次にはお客（飲む人）と役割を交替しながら、毎月 2

回のお稽古を行っています。初心者からある程度練達している人まで様々です

が、時に厳しく、合間は和気あいあいと部員で協力してお稽古に励んでいます。 

 

皆さん“茶の湯”にはどのようなイメージをお持ちでしょうか。 

＊形式的で窮屈、  ＊正座がきつい、 ＊女性のたしなみ、その他いろいろ

あると思います。確かに一つの流れでお茶を点
た

てますし、坐ることも多い、女

性の比率も高いのですが、実際に関わってみますと、いずれも理解できること

ばかりです。お点前の流れは合理的ですから得心できますし、立礼
りゅうれい

という椅子

に座って行う茶席も有りますので、それほど苦痛を感じることもありません。

また、現代においては“茶の湯”の世界に男女の区別はありません。 

 

現在に至る茶道は、千利休がその祖ですが、その精神は『和敬清寂』と言われ

ています。 

和、平和の和で思いやる心です。 

敬、尊敬の敬で敬う心です。 

清、清潔の清で清らかな心です。 

寂、静寂の寂で動じない心です。 

 

日頃の雑然とした世界から、たまには少し違う世界を味わうのも良いものです。 

“茶の湯”に関心が有る方、一歩足を踏み出してみましょう。 

部員一同お待ちしています。 

 尚、お稽古の場所及び見学時間は次のとおりです。 

    お稽古の場所    中央校二階 和室にて 

        お稽古の日     毎月 第二・第四の月曜日 

    お稽古の時間     9:00 から 14:45 まで 

   

    お昼休み時間    12:00 から 12:45 まで 

    見学できるお時間  10:30から 14:00 までの間にお越し下さい 

                                                 （ 和気俊夫 記）     


